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C o n t e n t s　　　主な内容
令和２年（2020年）
12月15日発行

令和2年
9月定例会・11月臨時会

第 60 号

『笑顔いっぱい　夢に向かう　小和森っ子』の教育目標のもと、目指す子ども像
を「こわもりっこ」の頭文字から、「心優しい子」、「わくわく学ぶ子」、「もりもり
元気な子」、「志や夢をもつ子」とし、子ども一人一人の良さを認め、引き出し、
大切に育み、教職員一丸となって笑顔あふれる学校づくりをめざして、日々、教
育活動に邁進しています。

［本会議］ ９月１日・18日…議案審議
　　　　 ９月８日・９日…一般質問
［常任委員会］

９月７日　総務企画・建設経済・教育民生
［決算特別委員会］ ９月14日・15日・16日

9月定例会（９/１～９/18…18日間）

［本会議］ 11月30日　議案審議

11月臨時会（11/30…1日間）

平川市立小和森小学校のみなさん
令和にかがやく 平川市のたからもの

市
議
会
だ
よ
り

ひ
ら
か
わ

学校の
先生より



子  育  て  支  援

公 共 施 設 の 安 全

避難所の感染対策

新型コロナ対策 紹介！
市議会から市政へ　市民の声を 届けています

　いまだ収束が見えないコロナ禍により、不安を
抱え生活する日々が続きます。市議会議員は議会�
を通じ、皆さんの不安を解消するためのアイデア
を市政に届けています。その中で、実際に市の�
事業へ反映されたものを一部ご紹介します。

　実施したいと考えます。

　　　　公共施設へ設置したいと考えます。
　　　　�小・中学校は現在非接触型体温計

で対応しています。

　　　　 �避難所運営の見直しを行う
とともに、感染予防のため
の資機材を準備します。

そ
し
て

そ
し
て

そ
し
て

答弁

答弁

答弁

10月末時点で77人の赤ちゃんに給付金が贈られました。

市役所のサーマルカメラ撮影映像。瞬時に顔を判別し
体温を計測します。

避難所開設イメージ。

国からの特別定額給付金は、４月28日以
降に生まれた新生児は支給対象外。お祝
いとして市で給付金を用意しては？

市民や学校現場の安心・安全のため、公
共施設や小・中学校にサーマルカメラを
設置しては？

従来の避難所運営では、新型コロナの集団
感染のリスクが高い密集、密閉、密接が避
けられない。早急に対策をすべきでは？

４月28日から令和３年３月31日に 
生まれた赤ちゃんへ10万円を給付！

市役所や文化センター、スポーツ施設、
小・中学校などにサーマルカメラを設置！

感染症対応の避難所運営マニュアルを作成中！
感染症対策物資（マスク・消毒液等）を避難所へ備蓄！

ひらかわ市議会だより 第60号 2



ねぷた代替イベント

保 育 事 業 者 支 援

飲  食  店  支  援

新型コロナ対策 紹介！平川市
独自の

市議会から市政へ　市民の声を 届けています

　　　　�関係団体の意見を聞いた上
で判断します。

　　　　�労をねぎらうためにも支給
したいと考えます。

　　　　�市内業者と打ち合わせの上、
実行します。

そ
し
て

そ
し
て

そ
し
て

答弁

答弁

答弁

親子で盛り上がった世界一の扇ねぷたとの綱引き。

保育所などでは「密」が避けられません。

このポスターが安心して飲食できるお店の目印です。

子どもたちの思い出づくりのため、中止
となったねぷたまつりに代わるイベント
を実施しては？

保育従事者は感染リスクが高い中働いている
にもかかわらず、医療従事者等と異なり国か
らの慰労金が出ない。市から支給しては？

新型コロナ対策が不安で飲食店を利用し
づらくなっている。環境整備をする考え
は？

ねぷたとの綱引きや太鼓演奏が楽しめた
ねぷた体験イベントを８月２日に開催！

保育所、幼稚園、認定こども園等の
従事者へ１人当たり５万円支給！

感染防止対策を実施している飲食店等へ
目印となるポスターと衛生用品を支給！

次
の
ペ
ー
ジ
は

令
和
元
年
度
決
算
審
議

市
民
税
／
学
校
の
修
繕
料
／
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ
ー
ツ
振
興
／
子
育
て
支
援
／
ふ
る
さ
と
納
税
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￥

令
和
元
年
度
決
算
審
議
と
な
る
決
算
特
別
委
員
会
は
、
９
月
14
日
・
15
日
・
16
日
の
３
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
に
先
立
ち
、
委
員
長
に
石
田
隆
芳
議
員
、
副
委
員
長
に
齋
藤　
剛
議
員
が
選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
お
金
は
ど
う
な
っ
た
？

　
令
和
元
年
度
の
収
入
・
支
出
を
一
斉
チ
ェ
ッ
ク
！

令和元年度
決算審議

山谷洋朗 議員
小・中学校の修繕料の内訳は。

山田忠利 議員
①事業委託の内訳は。
②委託料は毎年発生するのか。

イルミネーションプロムナード事業

学校の修繕料

工藤竹雄 議員
①�令和元年度分の収入が約
3,300万円増えた理由は。
②�令和元年度分の新規の滞納が前年度より
約470万円減少した理由は。

原田　淳 議員
③�新規の滞納に対する市の対応
は。

葛西勇人 議員
④�約260万円分の市民税が徴収
されず消滅した理由は。

答弁
　小学校では、漏水の修理や窓ガラス、照
明、スクールバスの修繕などで合計約430
万円。中学校では防火扉、除雪機等の点検、
パソコンの修理などで合計約260万円。

答弁
①�LED等は市の備品であるため、設置工事
を委託。夏期は、中央公園に台湾ちょう
ちん100個の設置費用約29万円。冬期
は、平賀駅前通りから中央公園にかけて、
LED７万球と台湾ちょうちん430個の設
置費用約430万円。
②�装飾を行うたび毎年設置工事の委託料が
発生する。

答弁
①�給与所得者と農業所得者の所得が伸びた
ことに伴い、税収も増えたことが主な要
因。
②�収納率が96.3％となり、前年度比0.7％
向上した。
③�個別訪問、電話催告、財産調査のほか、
分納による納付の誓約などの対応を早期
に行っている。
④�生活困窮、行方不明、死亡による相続人
の不存在等で消滅時効を迎えたものなど
であり、地方税法に従った対応である。

市　民　税

令和元年度に実施された冬のイルミネーション。

令和元年度の歳入・歳出が
適正であったかどうか、全
議員で慎重に審議・討論し
ました。

石田隆芳 委員長齋藤　剛 副委員長

決算特別委員会２日目午
前、私が委員長の職務を
行い審議しました。

決算特別委員会の
録画映像はこちら

ひらかわ市議会だより 第60号 4



佐藤　保 議員
①�業務委託の内訳は。
中畑一二美 議員
②�令和元年度の実績は。
③�寄附額が前年度より減少した理由は。

答弁
①�返礼品の発送管理や問い合わせ対応、証明書の
発行代行に約2,800万円。情報を掲載するポー
タルサイトに約720万円。前年度寄附者へのカ
タログ送付に約340万円。合計約3,900万円。
②�令和元年度の寄附件数は約1万6千件、寄附額
は約2億4千万円。
③�返礼品は寄附額の３割以下、返礼品を含む経費
は寄附額の５割以下という国からの指導に従っ
た結果、寄附額の減少につながったと考える。

齋藤律子 議員
①�子ども医療費給付費の内容と内訳は。
工藤貴弘 議員
②�幼児サポート教室の実績と内容は。

答弁
①�市内の未就学児・小学生・中学生の医療費を
全て無料とするもの。未就学児では約２万８
千件に対し給付額約4,200万円。小学生では約
１万８千件に対し約3,300万円。中学生では約
7,600件に対し約1,500万円。
②�相談が31件。実際の利用は延べ501人。発音、
言葉が少ない、動きが多い、会話になりにくいと
いった相談などに対する指導が主な内容。外部か
ら言語聴覚士を招いて直接指導も行っている。

長内秀樹 議員
①�女性限定トレーニングルーム体験
教室の内容と実績は。
桑田公憲 議員
②�トップアスリート陸上教室の内容
と実績は。

答弁
①�女性のトレーニングルーム利用を促進し、健康
増進を図るためひらかドームで開催。計24回
実施し延べ279人が参加した。
②�講師として1994年パリマラソン優勝の谷川真
理さんをお招きし、令和元年８月24日に開催。
市内小・中学生114人、一般の市民ランナー
18人、合計132人が参加した。

子育て支援

ふるさと納税

スポーツ振興

平川市ふるさと納税お礼の品カタログ。

尾上分庁舎の幼児サポート教室。 令和元年開催のトップアスリート陸上教室の様子。

令和元年度決算を認定しました。
こ の よう な 審 議 を 経 て、平 川 市 議 会 は

次
の
ペ
ー
ジ
は

11
人
が
聞
い
た
一
般
質
問

鳥
獣
被
害
対
策
／
森
林
整
備
／
熊
出
没
対
策

返礼品の割合は、りんごが全体の約
77％、桃が約10％、そのほかお肉
やお米などが選ばれています。
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議
員
今
年
も
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
被
害
等
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
今
年
度
の
捕
獲
件

数
、
農
作
物
の
被
害
状
況
は
。

答
８
月
末
現
在
ま
で
の
捕

獲
件
数
は
20
件
、
農
作
物
の

被
害
状
況
は
り
ん
ご
と
水
稲

へ
の
被
害
が
合
計
４
件
、
被

害
額
は
約
５
万
４
千
円
で
す
。

議
員
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
対

策
と
し
て
今
年
度
導
入
し
た

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
方
法
は
。

答
昨
年
の
目
撃
場
所
を
中

心
に
、
生
息
域
や
出
没
時
間

等
の
デ
ー
タ
収
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
、
実
施
隊
に
よ

る
捕
獲
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

議
員
鳥
に
よ
る
り
ん
ご
の

被
害
を
防
ぐ
た
め
、
園
地
の

超
音
波
の
ス
ピ
ー
カ
ー
等
の

設
置
に
対
し
、
農
業
者
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
助
成
制

度
を
創
設
し
て
は
。

答
鳥
を
追
い
払
う
た
め
の

超
音
波
の
ス
ピ
ー
カ
ー
等
の

対
策
用
品
が
販
売
さ
れ
生
産

現
場
で
実
践
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
は
一
時
的
な
効

果
は
見
ら
れ
る
も
の
の
日
数

の
経
過
と
と
も
に
効
果
が
薄

れ
る
な
ど
、
継
続
性
が
な
く

有
効
な
対
策
と
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
引
き
続

き
農
業
者
の
皆
様
の
自
助
努

力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を

密
に
し
、
効
果
的
な
対
策
の

情
報
収
集
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

桑
くわ
田
た
公
きみ
憲
のり
�議員

鳥獣被害対策

令和２年６月、沖館地区の農地で確認されたイノシシ。

事故も被害もない
よい出来秋を

平川市の今とこれから

一般質問

区分 質 問 事 項 質問議員 ページ

市
の
姿
勢
・
ま
ち
づ
く
り
・
産
業

鳥獣被害対策 桑田　公憲 P.6
森林整備 長内　秀樹 P.7
循環バス新ルート案と早期実現 佐藤　　保
熊出没対策 佐藤　　保 P.7
津軽広域水道企業団の受水費 工藤　竹雄 P.8
行政ＩＣＴ化推進事業 工藤　竹雄
碇ヶ関地域の市道の維持管理 工藤　秀一
平川市橋梁長寿命化修繕計画 工藤　秀一
県道尾上日沼線の歩道整備 石田　隆芳 P.9
集落支援員 石田　隆芳
交通安全対策 葛西　勇人 P.9
ごみのポイ捨ての防止対策 葛西　勇人
行政のデジタル化推進 葛西　勇人
最高裁判所裁判官国民審査 齋藤　　剛 P.10
東部地区の投票 齋藤　　剛
防災・減災 中畑一二美
新型コロナ対策 中畑一二美 P.10
スマート自治体の推進 工藤　貴弘
ドローンの活用 工藤　貴弘 P.11
尾上分庁舎の利活用 齋藤　律子 P.11

教
育
・
福
祉
・
医
療

図書館運営 長内　秀樹
新型コロナ感染時の対応 佐藤　　保
平川市新型コロナ対策 工藤　竹雄
碇ヶ関地域福祉センター 工藤　秀一 P.8
改正社会福祉法に伴う
市の困窮者支援 中畑一二美

通学路のブロック塀の安全対策 齋藤　律子
市民の健康を守る取組 齋藤　律子
高齢による難聴者への
補聴器の助成 齋藤　律子

　平川市のいろいろな課題等について、
議員が市に考えを聞くのが一般質問。全
質問項目は下表のとおりです。
　議会だよりでは、質問した議員ごとに
１項目を抜粋・要約してお知らせします。

詳細は平川市議会
会議録へ

今回は11名の議員が質問しました

ひらかわ市議会だより 第60号 6



や
放
置
林
が
増
加
し
、
ク
マ

の
生
息
適
地
の
拡
大
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念

し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

対
策
が
あ
る
か
。

答
国
の
事
業
で
あ
る
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

※
２
の
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
す
る

な
ど
、
農
地
を
地
域
全
体
で

適
正
に
維
持
管
理
す
る
こ
と

で
、
ク
マ
が
出
没
し
に
く
い

環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
も

市
に
考
え
を
聞
く 

一
般
質
問
津
軽
広
域
水
道
企
業
団
の
受
水
費
／
碇
ヶ
関
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

県
道
尾
上
日
沼
線
の
歩
道
整
備
／
交
通
安
全
対
策

議
員
森
林
経
営
管
理
制
度

※
１
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

答
集
積
計
画
を
作
成
し
、

森
林
所
有
者
の
委
託
を
受
け
、

意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経

営
者
に
再
委
託
す
る
こ
と
や
、

市
自
ら
が
経
営
管
理
す
る
こ

と
に
よ
り
、
林
業
経
営
の
効

率
化
と
森
林
経
営
の
適
正
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

議
員
森
林
環
境
譲
与
税
の

実
績
、
見
込
み
は
。

答
令
和
元
年
度
は
約
４
４

５
万
円
交
付
さ
れ
、
令
和
２

年
度
と
令
和
３
年
度
は
約
９

３
５
万
円
ず
つ
交
付
予
定
で

す
。

議
員
今
後
、
当
市
の
林
業

行
政
は
、
業
務
が
多
岐
に
わ
た

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
う

し
た
状
況
で
、
日
常
の
業
務
量

や
職
員
の
人
事
異
動
等
を
考
慮

し
た
場
合
、
森
林
環
境
譲
与
税

を
財
源
に
、
公
社
を
設
立
し
事

業
を
進
め
て
は
。

答
森
林
経
営
管
理
制
度
の

推
進
に
向
け
、
現
在
は
森
林

所
有
者
に
対
し
、
今
後
の
経

営
管
理
に
関
す
る
意
向
調
査

を
行
っ
て
い
る
段
階
で
す
。

事
業
の
実
施
に
当
た
り
、
専

門
的
な
知
識
を
持
っ
た
人
材

の
確
保
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

現
在
実
施
し
て
い
る
意
向
調

査
を
踏
ま
え
、
課
題
や
問
題

点
、
業
務
量
等
を
見
極
め
な

が
ら
、
必
要
に
応
じ
職
員
配

置
等
を
検
討
し
ま
す
。

長
おさ
内
ない
秀
ひで
樹
き
�議員

森林整備

議
員
弘
前
市
の
り
ん
ご
園

で
は
農
作
業
中
に
ク
マ
に
襲
わ

れ
る
事
故
が
発
生
し
た
。
こ
の

状
況
を
踏
ま
え
、
農
作
業
時
の

接
触
を
回
避
す
る
対
策
は
。

答
ク
マ
に
よ
る
人
身
事
故
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
出
没
情
報
に
注
意
す
る
こ

と
、
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る

も
の
を
携
帯
し
自
分
の
存
在

を
知
ら
せ
る
こ
と
、
ク
マ
の

行
動
が
活
発
に
な
る
早
朝
や

夕
方
の
作
業
は
な
る
べ
く
避

け
る
こ
と
、
で
き
る
だ
け
単

独
で
の
作
業
は
避
け
る
こ
と

等
の
対
策
が
有
効
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ク
マ
は

個
体
に
よ
っ
て
性
格
や
行
動

が
異
な
り
、
万
全
な
対
策
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
農
作
業

を
す
る
際
に
は
、
農
業
者
各

自
が
十
分
に
注
意
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

議
員
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
等
に
よ
り
、

今
後
ま
す
ま
す
耕
作
放
棄
地

佐
さ
藤
とう
　保

たもつ
�議員

熊出没対策

ことば
※１　森林経営管理制度
　　　�経営管理が行われていない森林について、

市町村が仲介役となり森林所有者と担い手
をつなぐ制度。

※２　中山間地域等直接支払交付金
　　　�農業生産条件が不利な中山間地域等で、集落等を単位に、農用地を

維持・管理していく取り決めを締結し、農業生産活動等を行う場合
に面積に応じて一定額を交付するもの。

計画的な森林の管理が求められます。令和２年は市街地でのクマ出没も相次ぎました。

森林の適切な管理に
向けてもう一歩進んだ対策を
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一
般
質
問
一
般
質
問
の
全
文
は
平
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
平
川
市
議
会　
会
議
録
」と
検
索
す
る
か
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

議
員
碇
ヶ
関
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
大
規
模
改
修
の
予
定
は
。

答
現
在
は
改
修
に
向
け
た

基
本
調
査
を
進
め
て
お
り
、

令
和
３
年
度
に
実
施
設
計
、

令
和
４
年
度
に
改
修
工
事
す

る
予
定
で
す
。

議
員
同
施
設
の
設
備
に
は

複
数
の
問
題
が
あ
る
。
多
目

的
利
用
室
で
は
、
体
操
教
室

が
行
わ
れ
る
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
高
齢
者
の
熱
中
症
予
防

の
た
め
の
エ
ア
コ
ン
が
な
く
、

床
に
敷
か
れ
て
い
る
ご
ざ
は

ガ
ム
テ
ー
プ
で
覆
わ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
ほ
ど
劣
化
が
激

し
い
。
研
修
室
の
ス
ク
リ
ー

ン
は
10
年
以
上
前
か
ら
故
障

し
て
い
て
利
用
で
き
な
い
。

こ
れ
ら
を
解
決
す
る
考
え
は
。

答
ご
ざ
は
早
急
に
更
新
等

の
対
応
を
し
ま
す
。
エ
ア
コ

ン
と
ス
ク
リ
ー
ン
は
、
大
規

模
改
修
に
合
わ
せ
て
検
討
し

環
境
改
善
を
図
り
ま
す
。

議
員
駐
車
場
に
は
池
が
あ

る
が
、
モ
ー
タ
ー
の
故
障
に

よ
り
10
年
以
上
使
用
さ
れ
て

い
な
い
。
利
用
者
の
安
全
の

た
め
、
撤
去
し
駐
車
ス
ペ
ー

ス
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
指
定
管
理
者
や
利
用
者
の

意
見
を
聞
き
、
検
討
し
ま
す
。

議
員
池
は
シ
ン
ボ
ル
だ
と

言
う
市
民
も
い
る
。
池
に
あ

る
松
や
紅
葉
な
ど
は
思
い
入

れ
が
あ
る
も
の
な
の
で
、
端

の
方
へ
の
移
設
も
検
討
し
て

ほ
し
い
。

工
く
藤
どう
秀
ひで
一
いち
�議員

議
員
当
市
で
は
、
津
軽
広

域
水
道
企
業
団
の
水
道
を
利

用
し
、
受
水
費
を
支
払
っ
て

い
る
が
、
算
定
の
仕
組
み
は
。

答
同
企
業
団
は
、
運
営
に

必
要
な
費
用
で
あ
る
総
括
原

価
を
、
原
則
と
し
て
受
水
費

等
の
料
金
収
入
で
賄
っ
て
い

ま
す
。
総
括
原
価
は
、
基
本

料
金
と
使
用
料
金
か
ら
な
っ

て
お
り
、
基
本
料
金
は
、
人

件
費
や
修
繕
費
等
の
固
定
費

か
ら
、
使
用
料
金
は
薬
品
費

や
動
力
費
等
に
か
か
る
変
動

費
か
ら
算
出
し
て
い
ま
す
。

議
員
同
企
業
団
の
受
水
費

単
価
が
令
和
３
年
４
月
よ
り

引
き
上
げ
と
な
る
が
、
当
市

の
水
道
料
金
へ
の
影
響
は
。

答
受
水
費
単
価
は
引
き
上

げ
と
な
り
ま
す
が
、
令
和
３

年
４
月
か
ら
同
企
業
団
へ
の

申
し
込
み
水
量
を
約
29
％
減

ら
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
受

水
費
は
年
間
で
３
千
万
円
ほ

ど
減
額
と
な
る
見
込
み
で
す

が
、
当
市
の
水
道
料
金
の
引

き
上
げ
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

議
員
受
水
費
が
減
額
と
な

る
な
ら
、
差
額
を
市
民
へ
還

元
し
、
当
市
の
水
道
料
金
を

引
き
下
げ
で
き
な
い
の
か
。

答
今
後
、
水
道
管
の
耐
震

化
工
事
を
予
定
し
て
お
り
、

多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
ま

す
の
で
、
差
額
分
は
工
事
費

に
充
当
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

工
く
藤
どう
竹
たけ
雄
お
�議員

碇ヶ関地域福祉センター 津軽広域水道企業団の
受水費

敷地内に池を有する碇ヶ関地域福祉センター。 水道は大切なインフラの１つです。

多くの市民に愛され
利用されています

平川市議会
会議録

ようこそ 平賀東中生徒が議場を見学
９月３日、平川市立平賀東中学校２年生の生徒３人が平川市議会
本会議場を訪れました。生徒たちは初めて訪れる議場に興味津々
な様子でした。

水道料金をいくらかでも
安くしていただきたい

ひらかわ市議会だより 第60号 8



次
の
ペ
ー
ジ
も

市
の
こ
れ
か
ら
を
問
う 

一
般
質
問

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
／
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
／
尾
上
分
庁
舎
の
利
活
用

議
員
県
道
尾
上
日
沼
線
の

盛
美
園
か
ら
原
の
踏
切
ま
で
の

区
間
は
、
交
通
量
が
多
い
の
に

歩
道
が
な
く
危
険
。
町
会
か
ら

も
歩
道
整
備
を
求
め
る
声
が
上

が
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
市
の

取
り
組
み
状
況
は
。

答
毎
年
県
へ
要
望
し
て
い

ま
す
が
実
現
は
難
し
く
、
多

く
の
事
業
費
と
時
間
を
要
す

る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
を

受
け
、
盛
美
園
前
面
の
側
溝

を
ふ
た
付
き
の
側
溝
に
し
て
、

議
員
交
通
事
故
発
生
の
危

険
箇
所
は
、
事
故
防
止
の
た
め

管
理
表
を
作
成
し
、
危
険
度
の

ラ
ン
ク
付
け
や
対
応
を
進
捗
管

理
の
上
、
関
係
部
署
で
情
報
共

有
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
現
状

と
今
後
の
対
策
は
。

答
警
察
や
道
路
管
理
者
と

情
報
共
有
を
図
り
、
連
携
し

対
応
し
て
い
ま
す
。
市
道
に

お
い
て
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な

ど
市
が
対
応
可
能
な
も
の
に

つ
い
て
は
即
時
ま
た
は
年
次

歩
行
可
能
な
幅
員
を
確
保
で

き
な
い
か
協
議
し
た
と
こ
ろ
、

今
年
度
中
に
実
施
で
き
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
歩
道
整
備

実
現
の
た
め
、
今
後
も
県
へ

の
要
望
を
続
け
ま
す
。

議
員
さ
る
か
交
流
館
西
側

か
ら
県
道
尾
上
日
沼
線
へ
抜

け
る
法
定
外
道
路
（
通
称
獣

道
）
も
危
険
。
こ
れ
を
生
活

道
路
に
整
備
し
て
は
。

答
当
該
道
路
を
生
活
道
路

に
す
る
場
合
、
多
額
の
事
業

計
画
を
立
て
対
応
し
て
い
ま

す
が
、
管
理
表
や
危
険
度
の

ラ
ン
ク
付
け
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
、
警
察
と
協
議

し
、
市
内
事
故
多
発
箇
所
に

つ
い
て
対
策
を
講
じ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
注
意
喚
起
を
行

う
こ
と
を
検
討
し
ま
す
。

議
員
市
内
通
学
路
の
対
策

箇
所
一
覧
表
は
平
成
27
年
こ

ろ
に
作
成
さ
れ
、
小
学
校
の

み
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
掲
載
内
容
を
更

費
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

周
辺
の
道
路
網
か
ら
判
断
し

て
も
現
在
の
利
用
形
態
が
妥

当
と
考
え
ま
す
が
、
安
全
の

た
め
一
時
停
止
を
促
す
看
板

の
設
置
等
対
策
を
講
じ
ま
す
。

議
員
生
活
道
路
の
整
備
は

で
き
な
い
と
言
う
が
、
せ
め

て
除
雪
を
市
で
行
え
な
い
か
。

答
市
道
認
定
し
て
い
な
い

道
路
の
除
雪
は
、
補
助
金
を

利
用
し
町
会
等
で
行
う
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

新
し
、
中
学
校
に
つ
い
て
も

掲
載
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
平
成
27
年
に
学
校
や
道

路
管
理
者
等
と
行
っ
た
合
同

点
検
結
果
を
掲
載
し
て
お
り
、

今
年
度
、
５
年
に
１
回
の
合

同
点
検
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
中
学
校
版
の

作
成
に
つ
い
て
は
、
前
向
き

に
検
討
し
ま
す
。

議
員
点
検
頻
度
の
見
直
し
、

中
学
校
の
通
学
路
対
策
箇
所

の
早
急
な
公
表
を
要
望
す
る
。

石
いし
田
た
隆
たか
芳
よし
�議員

県道尾上日沼線の
歩道整備

葛
か
西
さい
勇
はや
人
と
�議員

交通安全対策

さるか交流館西側から県道尾上日沼線へ抜ける法定外道路。市内通学路の対策箇所一覧表で示される危険な道路の一例。

交通事故のリスク管理と
対策の徹底を望む

子どもたちを事故に
遭わせてはならない

要望書提出 平川市シルバー人材センター理事長来庁
平川市シルバー人材センター理事長古川良孝氏が福士稔議長を訪れ、
「人生百年時代におけるシルバー人材センターの決意と支援の要望書」
を提出しました。要望書は12月議会において全議員に配付されました。
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一
般
質
問
議
員
は
政
策
提
言
も
含
め
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

質
問
内
容
は
、
議
案
と
は
関
係
な
く
議
員
が
自
由
に
決
め
ま
す
。

議
員
最
高
裁
判
所
裁
判
官

の
国
民
審
査
に
つ
い
て
、
必

要
性
、
市
民
へ
の
周
知
お
よ

び
結
果
公
表
が
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
か
。

答
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の

国
民
審
査
は
憲
法
に
規
定
さ

れ
、
裁
判
官
が
そ
の
職
責
に

ふ
さ
わ
し
い
か
国
民
が
審
査

す
る
解
職
制
度
で
あ
り
、
国

民
主
権
の
観
点
か
ら
重
要
な

意
義
を
持
ち
ま
す
。
市
民
へ

の
周
知
に
つ
い
て
は
、
衆
議

院
議
員
総
選
挙
の
選
挙
公
報

と
同
時
に
裁
判
官
の
氏
名
、

関
与
し
た
主
要
な
裁
判
等
を

掲
載
し
た
審
査
公
報
を
各
世

帯
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
国

民
審
査
の
結
果
は
官
報
に
掲

載
さ
れ
る
ほ
か
、
衆
議
院
議

員
総
選
挙
の
開
票
結
果
に
合

わ
せ
総
務
省
や
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
表
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
実
際
に
罷

免
さ
れ
た
裁
判
官
は
い
ま
せ

ん
。

議
員
こ
れ
ま
で
罷
免
さ
れ

た
裁
判
官
が
い
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
国
民
審
査
の
意
味
が

な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
結
果
と
し
て
こ
れ
ま
で

に
解
職
と
な
っ
た
裁
判
官
は

お
り
ま
せ
ん
が
、
審
査
さ
れ

る
裁
判
官
に
と
っ
て
は
、
民

意
を
感
じ
る
き
っ
か
け
に
な

る
と
考
え
ま
す
。

齋
さい
藤
とう
　剛

たけし
�議員

最高裁判所裁判官
国民審査

議
員
市
が
実
施
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
事
業
の
う
ち
、

経
営
難
の
事
業
者
へ
交
付
金

を
交
付
す
る
「
市
内
事
業
者

緊
急
支
援
事
業
」
の
実
績
は
。

答
受
付
終
了
時
点
で
申
請

件
数
３
７
５
件
、
交
付
金
額

４
１
５
０
万
円
。
交
付
件
数

が
多
か
っ
た
業
種
は
、
個
人

で
は
飲
食
業
、
法
人
で
は
小

売
・
卸
売
業
で
し
た
。

議
員
事
業
所
の
ク
ラ
ス

タ
ー
感
染
予
防
の
経
費
の
一

部
を
補
助
す
る
「
市
内
事
業

所
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
予
防
対

策
事
業
」
の
進
捗
は
。

答
９
月
４
日
時
点
で
の
申
請

件
数
は
40
件
、
交
付
金
額
約

４
４
９
万
円
。
交
付
件
数
が

多
い
業
種
は
個
人
で
は
飲
食

業
、
法
人
で
は
建
設
業
で
す
。

議
員
宿
泊
事
業
者
に
１
泊

最
大
５
千
円
を
補
助
す
る

「
元
気
ひ
ら
か
わ
！
旅
行
券

事
業
」
の
進
捗
は
。

答
９
月
４
日
時
点
で
、
用

意
し
た
３
千
泊
分
の
う
ち
、

予
約
を
含
め
て
２
６
９
３
泊

分
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
員
進
捗
が
あ
ま
り
よ
く

な
い
「
市
内
事
業
所
ク
ラ
ス

タ
ー
感
染
予
防
対
策
事
業
」

の
予
算
を
、
人
気
の
あ
る

「
元
気
ひ
ら
か
わ
！
旅
行
券

事
業
」
へ
移
行
す
る
考
え
は
。

答
関
係
者
と
協
議
し
た
結

果
、「
元
気
ひ
ら
か
わ
！
旅

行
券
事
業
」
に
２
千
泊
分
を

追
加
し
ま
し
た
。

中
なか
畑
はた
一
ひ
二
ふ
美
み
�議員

新型コロナ対策

最高裁判所裁判官国民審査の投票用紙イメージ。

市民への周知と
結果の公表は
どう行われているか

元気ひらかわ！旅行券事業概要（現在は販売終了）。

平川市議会
会議録

知恵を出し合い困難を
乗り越えましょう

意見書提出 地方税財源の確保を求める意見書
９月18日「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源
の確保を求める意見書」が桑田公憲総務企画常任委員会委員長から提出され、全会一致で可決
されました。意見書は、菅義偉首相をはじめ各国務大臣や衆参両院議長宛に提出されました。
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次
の
ペ
ー
ジ
は

審
議
議
案
等
と
そ
の
結
果

令
和
２
年
９
月
定
例
会・11
月
臨
時
会
審
議
議
案
結
果　
他

議
員
本
市
が
所
有
す
る
ド

ロ
ー
ン
の
数
、
使
用
回
数
お

よ
び
使
用
目
的
は
。

答
３
台
所
有
し
て
お
り
、

使
用
回
数
は
８
月
末
現
在
で

30
回
で
す
。
使
用
目
的
と
し

て
は
中
山
間
地
域
の
農
地
確

認
、
イ
ノ
シ
シ
等
の
捜
索
、

公
共
施
設
の
撮
影
な
ど
様
々

な
用
途
で
利
用
し
て
い
ま
す
。

議
員
観
光
分
野
で
の
活
用

状
況
は
。

答
平
成
28
年
に
公
開
し
た
市

Ｐ
Ｒ
動
画
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
で
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
撮

映
像
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
８
月
に
ハ
ス
の
花
が
見

頃
を
迎
え
た
猿
賀
公
園
の
撮
影

に
活
用
し
ま
し
た
。

議
員
災
害
時
の
活
用
予
定

は
。

答
災
害
の
被
害
箇
所
の
特

定
や
、
復
旧
の
現
地
調
査
な

ど
で
活
用
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

議
員
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は
、

今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
市
職

員
の
資
格
取
得
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

答
現
在
市
職
員
で
資
格
を

取
得
し
た
者
は
１
名
で
あ
り
、

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

場
合
を
考
え
る
と
、
対
応
す

る
職
員
が
不
足
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
今
後
は
国
の
動

向
を
見
な
が
ら
、
資
格
の
取

得
な
ど
の
人
材
育
成
を
行
い

ま
す
。

工
く
藤
どう
貴
たか
弘
ひろ
�議員

ドローンの活用

議
員
新
本
庁
舎
建
設
に
伴

う
、
尾
上
分
庁
舎
の
改
修
と

利
活
用
の
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

答
尾
上
分
庁
舎
の
改
修
の
設

計
は
令
和
４
年
度
、
着
工
は

令
和
５
年
度
、
完
成
は
令
和

６
年
度
の
予
定
で
す
。
今
年

度
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
弘

前
大
学
と
の
共
同
研
究
事
業

と
し
て
検
討
を
進
め
る
ほ
か
、

市
民
参
画
に
よ
る
利
活
用
の

検
討
を
始
め
る
予
定
で
す
。

議
員
尾
上
分
庁
舎
の
利
活

用
の
検
討
に
関
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
は
あ
っ
た
か
。

答
弘
前
大
学
と
の
検
討
が

４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
期
間
、

中
断
と
な
っ
た
ほ
か
、
市
民

参
画
に
よ
る
検
討
の
開
始
時

期
が
遅
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
が
、
全
体
的
に
大
き
な

影
響
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

議
員
新
型
コ
ロ
ナ
を
踏
ま

え
、
改
修
後
の
尾
上
分
庁
舎
は

収
容
人
数
に
対
す
る
広
さ
や
、

換
気
し
や
す
い
構
造
な
ど
、
感

染
症
対
策
を
考
慮
し
た
庁
舎
と

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
今
後
建
設
さ
れ
る
施
設
は
、

感
染
症
対
策
を
施
す
こ
と
が

不
可
欠
と
な
る
と
考
え
ま
す

の
で
、
そ
れ
を
考
慮
し
た
も

の
に
な
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

議
員
今
後
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
遅
れ
が
発
生
し
た
と
き
、

重
要
な
協
議
な
ど
を
見
落
さ

な
い
よ
う
丁
寧
に
検
討
を
進

め
て
ほ
し
い
。

齋
さい
藤
とう
律
りつ
子
こ
�議員

尾上分庁舎の利活用

本市所有のドローン一式（左がドローン本体。右がコントロー
ラーとタブレット）。タブレットで映像を確認しながら操作可能。

本庁舎移転後の利活用が注目される尾上分庁舎。

順調に進んでいないようで
心配です

積極的な業務への活用が
求められます

公共施設建設 平川市本庁舎建設工事　安全祈願祭
平川市役所新本庁舎建設に係る安全祈願祭が10月14日開催されました。
議会を代表し福士稔議長と大澤敏彦副議長が出席し、建設工事中の無事
故を祈りました。新たな市役所は令和４年秋の開庁予定です。
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議会だよりは　３月・６月・９月・12月　の年４回発行。次号は　　　　　 発行の予定です3月15日

　令和２年は、新型コロナウイルスに始まり、新
型コロナウイルスで終えようとしています。今号
の市議会だよりには、市で実施したコロナ対策を
掲載しました。�
　当市議会では、新型コロナ対策として６月定例
会一般質問を一人当たり60分から30分に短縮し
ました。しかし、あまり意味がないとの議員の声、
また質問内容の充実を図るため、９月定例会から
は60分に戻し、12月定例会も同様としました。�
　今後も時代に合った議会運営と市民のため、そ
してこれからも市民に分かりやすい議会運営に努
めます。� （桑田公憲）

令和２年９月定例会・11月臨時会
審議議案とその結果（抜粋）

請願・陳情は平日の
午後５時までにご提出願います。

令和３年 第１回定例会は
３月上旬からの予定

開会は10時です

平川市議会広報特別委員会
委 員 長　工　藤　貴　弘
副委員長　葛　西　勇　人
委　　員　山　谷　洋　朗
　　　　　長　内　秀　樹
　　　　　山　田　忠　利
　　　　　桑　田　公　憲

お問合せは
議会事務局へ

☎0172-44-1111
提出方法はこちらから▶

傍聴自粛のお願い
新型コロナ感染拡大防止のため
傍聴は控え、インターネット中継
等をご利用くださるよ
うお願いします。
議会中継はこちらから▶

上程された議案・概要 結 果
９月定例会
条例の制定
性の多様性に配慮した関係例規の整理に関する条例案 可決
条例の一部改正
平川市税条例等の一部を改正する条例案 可決
令和２年度補正予算
一般会計 可決
国民健康保険特別会計 可決
介護保険特別会計 可決
後期高齢者医療特別会計 可決
国民健康保険診療施設事業診療所特別会計 可決
学校給食センター特別会計 可決
水道事業会計 可決
下水道事業会計 可決
その他

人権擁護委員候補者の推薦について�
新任の小野勝一郎氏▶

� 　�　�　�　� 　
新任の神 洋文氏▶

� 　�　 同意

工事の請負契約について 可決
市道路線の廃止について 可決
市道路線の認定について 可決
財産の取得について 可決
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出について 可決
令和元年度決算
一般会計 認定

（起立採決）

国民健康保険特別会計 認定
（起立採決）

介護保険特別会計 認定
（起立採決）

後期高齢者医療特別会計 認定
国民健康保険診療施設事業診療所特別会計 認定
学校給食センター特別会計 認定
尾上地区住宅団地温泉事業特別会計 認定
簡易水道特別会計 認定
水道事業会計（未処分利益剰余金の処分及び決算認定） 可決・認定
下水道事業会計 認定
各財産区一般会計
（�新屋、町居、広船、小和森、石郷、岩館、大字大光寺、新尾崎、新館、沖館、葛川、吹上・高畑、原田、荒田、碇ヶ関） 認定

11月臨時会
条例の一部改正
平川市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案 可決

編集後記

福士　稔議長

平川市議会会議録

各議案の詳細はこちら
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